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‐ 実務シリーズ３

分類とは

｜

単 行 本 の 整 理

ｎ。図書 （単行本）の分類

図書の分類に入る前に、たとえば私たちが書店

へ行ったときのことを考えてみましょう。書店へ

は何か興味のある本がないかふらっとのぞいてみ

る場合と、特定の本が決まっているかあるいはあ

る事に関する本が見たいときなど、目的を持って

行く場合があります。この目的の本を自分で探し

たいときに、もし本棚に本が雑然と置かれていた

り、いたるところに積み上げられているような状

態だとしたらどうでしょう。

大規模な書店では本を分野別、形態別、出版社

別、言語別などに分類して新刊書、小説、文庫本、

岩波書店、洋書というように各コーナーを設けて

いますので、目的のコーナーへ行き本の有無を確

かめることができます。

書店も図書館（室）もお客さんや利用者が本を

求めて来る点、そして誰もが容易に探し出せるよ

松 本 純 子

独自の分類法、例えば受け入れ順、科別、ある

いはその図書館（室）で作成した分類表を使って

排列するのは簡単で、自由に改変できる点便利で

す。しかし独善におちいりやすく、また他の図書

館（室）との共通性を持ちません。分類はやはり

全国的、世界的規模での使用を考えて編纂された

標準（共通）分類表を使うのが効果的かつ一般的

です。標準分類表のメリットは、時代の変化に適

応して改版される点や、共通で使用できるので、

たとえばＪａｐａｎＭＡＲＣ（機械可読目録）の利用、あ

るいは機械化による図書館（室）相互協力や総合

目録の作成などの将来性も持っています。

分類表を使って図書を分類する効果としては次

のような点が挙げられます。

１．図書を探す手間を最小限にくい止めることが

できる。

２．探していた図書を手にすることができると同

時に、その左右に類似書をみることができる。

うに本を分類・排列する必要がある点ではよく似 ３

ています。両者の大きな違いは分類の緻密さとも

うひとつ、書店は同一の本を各コーナーへ分散し

て並べることができるのに対し、図書館（室）で

はある特定の本が大抵は一冊であることです。し

たがって図書館（室）での分類とは、まず一冊の

本を書架上に並べるための位置を決めることで、

そのための道具（ツール）が図書分類表です。

２。図書分類表

まつ もと じゅんこ： 住友病院図書室

４

５

目標とした主題群の前後にその主題と関連の

ある図書群が系統的に排架されているので、

体系的に見渡すことができる。

蔵書構成のムラを把握することができる。

利用者の希望図書が貸出などによりその箇所

にない場合、代替本を提供することができる。

６。図書室利用、貸出傾向の分析などの実態調査

や各種統計調査に有益である。

７ご蔵書点検が容易である。

先にも述べましたが、分類は図書の排架位置を

決めるためのものですから、その図書の内容を構

成している主題を一つ選ばなければなりません。

これを排架分類または書架分類と呼んでいます。
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したがってもしその図書に複数の主題があった場 ４９１

合は、一つだけ選ぶことによって他を捨てること

になります。この捨てた主題を補うためにあるの

が書誌分類です。書誌的記録である目録（カー

ド）から図書を検索するのですから、一冊の図書

に必要なだけ分類記号を与えることができます。

書誌分類は、特に図書目録をコンピューター管理

する場合に有効的に利用できると思います。書誌

分類については「目録」でもふれる予定です。

ところで、世界で使われている標準分類表は数

多くあります。がここでは我国で最も普及してい

る標準的な分類法である日本十進分類法（Ｎｉｐｐｏｎ

Ｄｅｃｉｍａｌ Ｃｌａｓｓｉｆｉｃａｔｉｏｎ：ＮＤＣ）と医学専門分

類法である米国国立医学図書館分類法（Ｎａｔｉｏｎａｌ

Ｌｉｂｒａｒｙｏｆ ＭｅｄｉｃｉｎｅＣｌａｓｓｉｆｉｃａｔｉｏｎ：ＮＬＭＣ）

を取り上げ、両者の特徴とその違いについて説明

したいと思います。

３．ＮＤＣとＮＬＭＣ

近畿病院図書室協議会の平成３年度年次統計調査

によると５３機関中、ＮＤＣ２６（４９％）、ＮＬＭＣ１４（２６％）、

ＮＤＣ・ＮＬＭＣ併用４（８％）、その他９（１７％）となっ

ています。どの分類表を採用するかは、個々の図

書室の特徴、規模、または利用者の利便等を考慮

して決めるとよいでしょう。

１）日本十進分類法（ＮＤＣ）

新訂 ８版 １９７８年 日本図書館協会

日本の公共図書館、大学図書館で最も多く採用

されているのがＮＤＣです。

ＮＤＣの大きな特徴は、十進記号法を取り入れた

一般分類法であることです。第 ＼次区分として１

～９までの記号を与え、この中に属さない総合的

な著作物（例えば百科事典など）は Ｏをつけ総記

として最初に位置づけています。表１はＮＤＣの綱

目表で、医学・薬学は４の自然科学の中の４９で表

されています。枠内は医学・薬学をさらに展開し

たものです。次に示すように、上位概念から下位

概念へと必要とするまで９区分を繰り返しながら

細分化し展開できるしくみになっています。

４００ 自然科学 類 Ｃｌａｓｓ

４９０ 医学・薬学 綱 Ｄｉｖｉｓｉｏｎ

４９１ 基礎医学 目 Ｓｅｃｔｉｏｎ

３

３２

３２６
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生理学

血液・循環

脈拍

一

一

細目 Ｓｕｂｓｅｃｔｉｏｎ

ＮＤＣのもう１つの特徴は助記性があることです。

これは記号に共通性を持たせ記憶の助けとするも

ので、助記表としては、形式区分、地理区分、言

語区分、などがあります。

２）ＮａｔｉｏｎａｌＬｉｂｒａｒｙｏｆＭｅｄｉｃｉｎｅＣｌａｓｓｉｆｉｃａ－

ｔｉｏｎ （ＮＬＭＣ）

ＦｉｆｔｈＥｄｉｔｉｏｎＮａｔｉｏｎａｌＬｉｂｒａｒｙｏｆ

Ｍｅｄｉｃｉｎｅ（１９９４年晩春出版予定、Ｆｏｕｒｔｈ

Ｅｄｉｔｉｏｎは絶版）

米国国立医学図書館分類法（ＦｏｕｒｔｈＥｄｉｔｉｏｎ

Ｒｅｖｉｓｅｄ１９８１）日本語版 １９８７ 日本医学図書

館協会（絶版）

ＮＬＭＣはＮＤＣの十進分類法に対して非十進分類法

で、アルファベットと数字の組み合わせで表され

ます。分類の理論とは無関係な列挙型で実用性を

優先しています。米国のＬＣＣ（ＬｉｂｒａｒｙｏｆＣｏｎｇｒｅ－

ｓｓＣｌａｓｓｉｆｉｃａｔｉｏｎ）を基本とし、ＬＣＣのＲの綱目

を医学専門分類として展開したものです。した

がって、医学以外の分野の資料を持つ図書室は、

他の分類法、例えばＬＣＣやＮＤＣなどと併用する必要

があります。表２はＮＬＭＣの主綱目表です。

表３はＮＤＣとＮＬＭＣのそれぞれの特徴をまとめた

もの、また表４は両者の構造を比較したものです。

なお、残念ながらＮＬＭＣの日本語版は絶版になっ

ていて現在のところ改版予定もないそうです。

４。分類表の適用

標準分類表に沿って忠実に分類しようとすると

必ず不都合な点がでてきます。たとえば一般分類

法であるＮＤＣは、医学は自然科学に分類される上、

窮屈な十進法のなかで詳細な分類がしにくいこと、

また、ＮＬＭＣはアメリカで作られた分類法のため日

本の医学体系に合わない部分があります。した

がって標準分類表といえども、その機関の図書室

の専門性・特色・機能等に合わせて分類表の修正、

項目の追加・展開などを行うことも必要になって

きます。
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表１ 日本十進分類表（ＮＤＣ）

綱目表（２次区分表 ）

０００
０１０

０２０
０３０

０４０

０５０
０６０

０７０
０８０

０９０

１００

１１０

１２０

１３０
１４０

１５０

１６０

１７０
１８０

１９０

２００

２１０
２２０

２３０

２４０
２５０

２６０

２７０
２８０

２９０

３００

３１０
３２０

３３０

３４０
３５０

３６０

３７０

３８０
３９０

４００

４１０

４２０
４３０

４４０

４５０

４６０
４７０

４８０

総記

図書館
図書．書誌学

百科事典

一般論文・講演集
逐次刊行物．年鑑

学会．団体．研究調査機関

ジャーナリズム．新聞
叢書．全集

哲学

哲学各論
東洋思想

西洋思想

心理学

倫理学
宗教

神道
仏教

キリ スト教

歴史

日本史

アジア史．東洋史

ヨーロッパ史．西洋史

アフリカ史
北アメリカ史

南アメリカ史

オセアニア史
伝記

地理 ．地誌．紀行

社会科学
政治

法律
経済

財政

統計
社会

教育

風俗習慣．民俗学

国防．軍 事

自然科学

数学

物理学

化学

天文学．宇宙科学
地球科学 ．地学．地質学

生物学．一股生物学

植物学
動物学

４９０ 医学 ．，薬学
↓

４９０
４９１
４９２

４９３
４９４

４９５
４９６
４９７

４９８
４９９

５００

５１０
５２０

５３０
５４０

５５０

５６０
５７０

５８０

５９０

ＧＯＯ

６１０
６２０

６３０

６４０

６５０
６６０

６７０

６８０

Ｇ９０

７００

７１０

７２０
７３０

７４０

７５０

７６０

７７０
７８０

７９０

８００

８１０
８２０

８３０

８４０
８５０

８６０

８７０

８８０
８９０

９００

９１０
９２０

９３０

９４０
９５０

９６０

９７０

９８０
９９０

医学
基礎医学

臨床医学．診断．治療
内科学．精神医学．小児科学
外科学．皮膚科学．泌尿器科学

婦人科学．産科学
眼科学．耳鼻咽喉科学
歯科学

衛生学．公衆衛生．法医学
薬学

－１４０－

技 術 ．工 学 ．

建築 工 学 ．

建築 学

機 械工 学 ．

電 気工 学 ．

海洋 工 学 ．

金 属工 学 ．

化 学工 学

製 造工 学

工業

土木工学

原子力工学

電子工学

船舶工学．兵器
鉱山工学

家政学．生活科学

産業

農業

園芸．造園

蚕糸業
畜産業．獣医学

林業

水産業

商業
運輸．交通

通信事業

芸術
彫刻

絵画．書道

版画

写真．印刷
工芸

音楽．舞踏

演劇．映画

スポーツ．体育
諸芸．娯楽

言語

日本語

中国語．東洋の諸言語
英語

ドイツ語
フランス語

スペ イン語

イタリア語

ロシア語

その他の諸言語

文学

日本文学

中国 文学．東洋文学
英米 文学 ・

ドイツ文学

フランス文学

スペイン文学
イタリア文学

ロシア文学

その他の諸文学



表２ 米国国立医学図書館分類表（ＮＬＭＣ）

ＰＲＥＣＬＩＮＩＣＡＬＳＣＩＥＮＣＥＳ

～

Ｔ

Ｕ

Ｖ

Ｗ

χ

Ｖ
ｔ

ワ
乙

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

ＳＹＮＯＰＳＩＳＯＦ ＣＬＡＳＳＥＳ（ 綱目表 ）

Ｈｕｍａｎ Ａｎａｔｏｍｙ

Ｐｈｙｓｉｏｌｏｇｙ

Ｂｉｏｃｈｅｍｉｓｔｒｙ

Ｐｈａｒｍａｃｏｌｏｇｙ

Ｍｉｃｒｏｂｉｏｌｏｇｙ ＆Ｉｉｎｉｉｉｕｎｏｉｏｇｙ

Ｐａｒａｓｉｔｏｌｏｇｙ

Ｃｌｉｎｉｃａｌ Ｐａｔｈｏｌｏｇｙ

Ｐａｔｈｏｌｏｇｙ

ＨＥＤＩＣＩＮＥ ＡＮＤ ＲＥＬＡＴＥＤ ＳＵＢＪＥＣＴＳ

Ｗ

ＷＡ

００１

０

３

Ｃ

９

：ｘ

：
ｘ

ｚ
ｘ

ＷＤ ２００

ＶＤ ３００

ＷＤ

ＷＤ

ＷＤ

４００

５００

６００

ＭｅｄｉｃａｌＰｒｏｆｅｓｓｉｏｎ

ＰｕｂｌｉｃＨｅａｌｔｈ

Ｐｒａｃｔｉｃｅｏｆ Ｍｅｄｉｃｉｎｅ

ＣｏｍｎｉｕｎｉｃａｂｌｅＤｉｓｅａｓｅｓ

ＮｕｔｒｉｔｉｏｎＤｉｓｏｒｄｅｒｓ

ＭｅｔａｂｏｌｉｃＤｉｓｏｒｄｅｒｓ

ＩｍｍｕｎｏｌｏｇｉｃＤｉｓｅａｓｅｓ．ｌｌｙｐｅｒｓｅｎｓｉｌｉｖｉｔｙ．

ＣｏｌｌａｇｅｎＤｉｓｅａｓｅｓ

ＡｎｉｍａｌＰｏｉｓｏｎｉｎｇ

ＰｌａｎｔＰｏｉｓｏｎｉｎｇ

ＤｉｓｅａｓｅｓａｎｄＩｎｊｕｒｉｅｓＣａｕｓｅｄｂｙＰｈｙｓｉｃａｌ

Ａｇｅｎｔｓ

ｗ ７００ Ａｖｉａｔｉｏｎａｎｄ Ｓｐａｃｅ Ｍｅｄｉｃｉｎｅ
ｒ

し

Ｆ

Ｇ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

ｍ

刷

り

服

咄

咄

咄

咄

咄

同

咄

耶

町

咄
ｗ

ｗｖ
Ｖ
Ａ

ｔ－
Ｊ

Ｗ

町

Ｗ

ＨｕｓｃｕｌｏｓｋｅｌｅｔａｌＳｙｓｔｅｍ

ＲｅｓｐｉｒａｔｏｒｙＳｙｓｔｅｍ

ＣａｒｄｉｏｖａｓｃｕｌａｒＳｙｓｌｅｍ

Ｈｅｎｉｉｃ＆ＬｙｍｐｈａｔｉｃＳｙｓｔｅｍｓ

ＧａｓｌｒｏｉｎｌｅｓｌｉｎａｌＳｙｓｔｅｍ

ＵｒｏｇｅｎｉｔａｌＳｙｓｔｅｍ

ＥｎｄｏｃｒｉｎｅＳｙｓｔｅｍ

ＮｅｒｖｏｕｓＳｙｓｔｅｍ

Ｐｓｙｃｈｉａｔｒｙ

Ｒａｄｉｏｌｏｇｙ

Ｓｕｒｇｅｒ

Ｇｙｎｅｃｏｌｏｇｙ

Ｏｂｓｔｅｔｒｉｃｓ

Ｄｅｒｍａｔｏｌｏｇｙ

Ｐｅｄｉａｔｒｉｃｓ

Ｃｅ【・ａｉｒｉｅｓ．ＣｈｒｏｎｉｃＤｉｓｅａｓｅ

Ｄｅｎｔｉｓｌｒｙ．Ｏｒａｌ Ｓｕｒｇｅｒｙ

Ｏｌｏｒｈｉｎｏｌａｒｙｎｇｏｌｏｇｙ

Ｏｐｈｔｈａｌｉｉｏｌｏｇｙ

Ｈｏｓｐｉｔａｌｓ＆Ｏｔｈｅｒ ＨｅａｌｔｈＦａｃｉｌｉｔｉｅｓ

Ｎｕｒｓｉｎｇ

ＨｉｓｔｏｒｙｏｆＭｅｄｉｃｉｎｅ

－１４１－
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基礎医学

人体解剖学

生理字

生化学

薬理学

微生物学および免疫学

寄生虫学

臨床病理学

病理学

医学および関連キ頚

医業

公衆衛生

臨床医学

伝染病

栄養障害

代謝疾患

免疫疾患 ．過敏症．

膠原病

動物性中毒

植物性中毒

物理的作因による疾病と

損傷

航空および宇宙医字

筋・骨格系

呼吸器系

心臓血管系

血液およびリンパ系

胃腸系

泌尿生殖器系

内分泌系

神経系

精神医学

放射線学

外科学

婦人科字

産科学

皮膚科学

小児科学

老年医学．慢性疾患

歯科学．口腔外科

耳鼻咽喉科字

眼科学

病院その他の保健医療施設

看護

医学史
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表３ ＮＤＣとＮＬＭＣの特徴

Ｎ Ｄ Ｃ

【特徴 】

・一般 分類法

・十進 分類法

・分類記りは 算用 数字のみ

・書誌分類法・・ ・分析型

・目録（カ ード）は分類目録 を採 用

・助記性があ る．

・各主 題を医 学の 字間 体系 に沿 って字

（科）の 部門 と領域別 に構成されてい

る．

【長所 】

１．分類記号が算用数字の みで ，記憶 ，

書写，排列に便利

２ ．体系的 に図書を検索す る場合 に便利

３ ．表が単純化されｉｉ解し やすい ．

４ ．記吟に助 記性があり ，助記表の組み

合わせによって細分することができ

る．

５ ．記吟に柔軟性 があり ，全体系を乱す

ことなく ，精祖の使いわけができる．

【・欠点】

１．新しい主題の挿入がしにくい．

２．十進式の記号に知ｍ．の体系を当てはめ

ているので，体系が不合理である．

３．記号が冗長になりやすい

４．主題の選択がわずらわしい

表４ 構造の比較

Ｎ Ｄ Ｃ

－

基礎 医学

臨 床医 学

Ｎ Ｌ Ｍ Ｃ

－

Ｎ Ｌ Ｎ１ Ｃ

・医孚辱門分類法

・非十進分類法

・アルファへ■・；トと算用数字の組み合わせ

・吉架 分類法・・・集約型

・件名目録を扨用

・助記的に用いられる例があるが一貫して

いない ．

・身体系と各器官を同 一のカテゴリーとし

てあつかつている．

１．記号が簡潔である ．

２．主題内が展開しやすいので ，未使用

の記 腎を用いることによって ．新し

い主題を体系上適当なところに挿入

できるので弾力がある（医学の発達

に適応した追加 ．変更ができる） ．

３．医学 専門分類なので詳細な分類がで

きる ．

４．ＮＬＭＣの用語と ＆ｎの用語は閲連づけ

られているので ，ＨｅＳＨのＴｒｅｅ Ｓｔｒｕｃ－

ｔｕｒｅを 参照することにより ，ＨｅＳＨ

Ｔｅｒ・に対応する分類番号を確ｒ認できる

１

２

助記性 ．伸繩性に欠ける・ ｜

体系の系列も概念の上下関係がはつ
１

ノ 生理学

へ
解 剖学

ノ

きりしない．

３．医字以外の分野の図ｓは他の分類法

によらなければならない．

→ 身 体系 各 器官

診断 検 査

→ 身体 系 各器 官

→ 身体 系 各器 官

へ

内科学（疾忠）一・ 身体系各；視官

解 剖

生理

身 体 系 各器 官

診断 検査

疾患

また看護学校や医療技術専門学校などの

図書室においては、さらに蔵書構成が特定

分野に重点がおかれますので、使用分類表

を使いやすく改編するか、独自の専門分類

表をつくった方が便利な場合があります。

ただしこの場合も、できるだけ同じ主題の

図書館（室）が共通の専門分類表を作成す

ることが望ましいと思います。

５。分類の実際

１）図書の内容のとらえ方

分類作業で最も重要なことは「分類表を

よく理解すること」と「図書の主題を把握

すること」です。表５は分類記号決定まで

の一般的な手順を示したものです。内容を

とらえる時は次の順に行うとよいでしょう。

①書名、副書名 ②著者の専門分野・業績

③目次、序文、あとがき、解説 ④参考文

献、⑤本文 ⑥専門家に聞く

専門用語などが理解できない場合には、

参考図書（辞書、事典、ハンドブックなど）

で調べます。

表５ 分類記号決定までの手順

” 二 ・ －㎜ ㎜ － ㎜

リ

ｉ （ 辞 書 ， 事 典 ，

リ ント ブック，な ど ）

・ ㎜ － － － － － － ㎜ ㎜ －

・ － － － － － － － ㎜

１

１

１

１

Ｓ

Ｉ

Ｉ

ｓ

Ｉ

Ｉ

ｅ

ｌ

ｌ

１

１

１

１

自

Ｓ

改訂版 、ヽ

翻訳版 －
こ￥

目録

継ｍ図 ７゙

・新しい分野・目的 の語が

みつ からないときは，全

てを 包括する上位概念で

と らえる．

・ 複数主題があるときは，

強 調されている主題に分

頬する．

－季－－－－・－－－－－１
１

１

１

１

１

： 相関 索 引 ：
－

自

Ｊ

－１４２－

番 － － ■ ■ ■ － ■ ■ 〃 ・ ・ － 一 二

二千
’・・ＨｅＳｈ－Ｔｒｅｅ

Ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ



２）分類の指針

分類するときの指針としては次のような事項が

挙げられます。

①利用者の利便を考えて分類する。

②分類に一貫性を期す。

③単行本扱いとするか、逐次刊行物扱いとするか、

最初に決めておく（実務シリーズ２参照）。

④双書、全集は一括して分類するか、単行本扱い

とするか、最初に決めておく。

⑤新しい分野や目的の語が見つからない時は全て

を包括する上位概念でとらえる。

⑥複数の主題がある図書はその中で強調されてい

る主題に分類し、特に強調されていない主題は

最初の主題に分類する。

⑦索引を参考にする。

⑧ＪａｐａｎＭＡＲＣ，ＣＩＰ（Ｃａｔａｌｏｇｉｎｇ－Ｉｎ－Ｐｕｂｌｉｃａｔｉｏｎ一

洋書の標題紙の裏ページに記載）データなどの

病院図書室 Ｖｏｌ．１３ Ｎｏ．４，１９９３

Ｅｌｓｅｖｉｅｒ」などのように特定主題に関する叢書で

体系的に編集され、特に最終巻に総索引などがつ

くものが挙げられます。

６．図書記号

分類記号の順に図書を排架するときに、同一の

分類記号の図書が数冊あった場合さらに順序づけ

る必要があります。このために付ける記号を図書

記号といい、分類記号と合わせて請求記号（Ｃａｌｌ

Ｎｕｍｂｅｒ）といいます。図書記号は受入順、刊行順、

著者のアルファベット（または五十音順）があり

ます。ブックラベルは請求記号を図書の背に表示

するため貼付するもので、その記載の仕方は、利

用者や図書館（室）担当者の利便を考えて各図書

館（室）で工夫するとよいと思います。

分類データソースを参考にする（次回「実務シ 例

リース４」で説明）。

⑨分類をどの程度まで細分化するかはその図書室

の規模、蔵書構成と関連するので、適用範囲を

その図書室で決めておく。

以上のように分類で大切なことは、その図書室

において明確な方針を立てて一貫性を保つことで

す。経験を積んだ担当者でさえ、分類にバラツキ

が生じることがあります。分類に迷った図書や新

しい主題を扱った図書などは記録しておくことや、

また継続図書、改訂版、翻訳版などは目録カード

に当たって前例を参考にすることなども大切です。 １

たとえ担当者が変わっても首尾一貫した分類が行

えるように、分類表に修正を加えた場合も含め、 ２

種々な分類上の記録を残しておくことが必要だと

思います。

３）叢書扱いと単行本扱い

全集、講座、シリーズなどの叢書は一括して分 ３

類するか、個別に分類するか決めておかなければ

なりません。その取り扱い方は利用者の利便を考

えて判断するのがよいと思います。一般的に単行

本扱いが適当とされるものに、叢書の全巻をそろ

えないで選択して購入したもの、叢書扱いが適当

とされるものには、「最新内科学体系全８０巻、中

山書店」、「Ｈａｎｄｂｏｏｋｏｆｃｌｉｎｉｃａｌｎｅｕｒｏｌｏｇｙ、

－１４３

ＷＬ１００

Ｐ１－１

１９９３

分類記号

図書記号

一

一

請求記号

一一著者の頭文字と巻数

（補助記入）
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